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上から下へ、左列：アッシュモレアン考古美術博物館 Ashmolean Museum of Art and Archeology、大英博物館 The British Museum 
中央：自然史博物館 The Natural History Museum、ピットリバース博物館 Pitt Rivers Museum 右列：オックスフォード科学史博物館 
Museum of the History of Science, Oxford、科学博物館 The Science Museum、ロンドン交通博物館 London Transport Museum 
 

東京農業大学学術情報課程 
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来年度から博物館施行規則が変わり、学芸員の資格取得に必要な「博物館に関する科目」

が現行の８科目12単位から９科目19単位に増加する。博物館展示論と博物館資料保存論が２単位、

の科目として新設され、現行の教育学概論が博物館教育論と改名、生涯学習概論と博物館経営論は

名前はそのままでそれぞれ２単位となる。今回の改訂に際しては、大学院教育や上級学芸員資格の

新設、国際的な養成水準の確保、現代的要求への対応など多くの課題が検討されたが、実施可能な

選択が学部での講義の増加であった。この改訂について、私立大学の関係者ではまったく別の視点

で語られてきた。新規科目は専任教員で講義できるのか、外部講師の人材はいるか、その確保は大

丈夫か、できない場合は学芸員養成課程そのものが維持不能になるのではないかという不安である。 

養成課程の廃止は現実のものとなった。すでに北海道の酪農学園大学や大阪府立大

学、岡山県立大学では平成23年度の入学者から、青森県にある北里大学獣医学部、宮城教育大学、

麻生大学、山梨英和大学、広島修道大学、県立長崎シーボルト大学、阿蘇山麓の東海大学農学部は

新課程となる来年度24年の入学者から学芸員養成課程を廃止する。予想されていたとおり地方の小

規模な大学が名を連ねているが、課程の廃止は公立大学、農学系や獣医学系を含む中核的な大学ま

でに及んでいる。理由については、担当教員の確保が困難というよりも、就職がなく費用対効果が

低い、そして学生からのニーズがないのだという。 

逆に国立大学のなかには、岐阜大学教育学部と応用生物科学部、三重大学生物資源学

部のように、来年度から新規に学芸員課程を設置する学部がある。どちらも農学系の学部である。

私立大学や公立大学とは時代への適応方法が異なるのか、それとも学生の志向の差なのか。私立大

学と国立大学では動きが違う。国立の大学博物館は、大学博物館等協議会を組織、博物科学会を設

けて資料の研究を進めている。一方、私立大学は学芸員養成課程で構成する全国大学博物館学講座

協議会（全博協）に集まる。ここでの近年の関心事はもっぱら文部科学省の動向であった。両者に

接点は少なく壁は高い。 

教育の内容はさらに個別的である。文部科学省は授業項目を明記してはいるが、実際に

は教員の自由裁量が大きい。課程の授業について、現実の博物館は希望や要望をもっと届けるべき

ではないか。学会は養成内容にもっと目を向けてほしい。現場との対話、研究の後ろ盾によって、

大学は学芸員養成課程を実りある内容に育てることができるのだから。 

博物館情報学研究室・嘱託准教授 宇仁義和（うに・よしかず） 
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平成23年度東京農業大学学術情報課程（オホーツクキャンパス）経過報告 
 
１．開講科目 
科目名 単位数 開講年次 担当教員 教科書 
教育学概論 １ １年後期 井上正道 小澤周三編 1998『教育学キーワード』（集中講義） 
博物館概論 ２ １年後期 宇仁義和 理系のための博物館概論（各自ダウンロード） 
博物館資料論 ２ ２年前期 宇仁義和 国立科学博物館編 2003『標本学』、理系のための博物館資料論 
生涯学習概論 １ ２年後期 宇仁義和 理系のための生涯学習概論（各自ダウンロード） 
博物館情報論 １ ２年後期 宇仁義和 波多江潤子 2007『新詳細ＤＴＰ基礎改訂版』 
博物館経営論 １ ３年前期 宇仁義和 理系のための博物館経営論（各自ダウンロード） 
視聴覚教育メディア論 １ ３年前期 宇仁義和 理系のための視聴覚教育メディア論（各自ダウンロード） 
博物館実習 ３ 3･4年通年 宇仁義和 （参考書）木下周一 2009 ミュージアムの学びをデザインする 
２．館園見学 
学年  見学施設 分野 設置者・博物館法による区分 
１年  博物館網走監獄 建築・歴史 私立・登録 
１年  北海道立北方民族博物館 民族・考古 公立・登録 
１・２年 網走市立美術館 美術館 公立・登録 
２年  足寄動物化石博物館 自然史 公立・類似 

２年  釧路市動物園 動物園 公立・類似 

２年  釧路市こども遊学館 科学館・子ども博物館 公立・相当 
３年  網走市立郷土博物館丸万収蔵庫 産業史・民俗 公立・登録 
３年  旭川市青少年科学館 科学館・プラネタリウム 公立・登録 
３年  サッポロビール博物館 企業博物館 私立・類似 
３年  北海道大学総合博物館 ユニバーシティミュージアム 国立・類似 
３年  北海道大学植物園博物館 植物園・大学博物館 国立・相当 
３年  札幌市円山動物園 動物園 公立・相当 
３年  小樽水族館 水族館 私立・相当 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     北海道立北方民族博物館  網走市立博物館丸万収蔵庫
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３．博物館実習 
１）基本技術の習得 
 昨年同様にひもの結び方やカッターの使い方から行なった。資料の取扱い方は陶器や金属製品に加え、頭
骨模型を用い教員が指導し、３年続けて行なった日本通運美術品事業部による梱包実習は実施しなかった。 
２）札幌館園見学（９月７～９日） 
 上述の札幌周辺の博物館を見学した。今年度は初めてプラネタリウムを見学したほか、学生の志向にあわ
せ、動物園をコースに含めた。 
３）企画展「農大生が見た網走」１月１４日（土）～２２日（日） 
 初めての試みとして、北海道立北方民族博物館の協力を得て、登録博物
館でのロビー展示を実施した。テーマは学生が自由に選択したもので、班
ごとに資料収集と作成、展示を行った。準備作業は授業時間に加え、各班
で自由に進めたため、展示内容には明かなばらつきが生じた。がんばった
グループは収集や製作で手応えを感じたようである。資材や薬品などは必
要に応じて購入したが、学生からの要望は特定のグループにとどまった。 
【開催趣旨】博物館の専門職員「学芸員」を目指す東京農業大学オホーツ
クキャンパスの３年生が作る企画展示。約50人の受講学生が班に分かれ、
班ごとに興味あるテーマを選んで資料収集と解説を作成した。およそ９割
が道外出身者で彼らが見て感じた網走を学生の視点で展示するとともに、
農大生のキャンパスライフを紹介した。 
【展示資料】「網走の鳥類・哺乳類」冬の鳥類分布模式ジオラマ、鳴き声、羽毛、生態写真と調査ノート／「網
走の魚類」透明標本（シラウオ、ワカサギ）、骨格標本（マガレイ、アオゾイ）、漁具・釣具／「網走の外来
生物 アメリカオニアザミ巨大押葉標本、昆虫標本／「網走の星空」天球儀、緯度による星空の違い、太陽
系模型、南半球星座早見表／「網走の映画」作品解説、ロケ地スライドショー／「ニポポ」オリジナルニポ
ポ、ニポポ分布図と現場写真／「ねり製品」ねり製品の製造過程解説板、食品サンプル／「モザイク写真」
縦2.7ｍ×横5.4ｍに描く網走の自然と文化／「エミュー」成鳥の模型、ひなのぬいぐるみ、卵、羽毛、ショ
ートフィルム、オリジナルグッズ／「ファイントレイルの植物」樹木と草花の押葉標本、標本の作り方／「写
真でつづる農大生の１日と１年」友人や教員が撮影した網走の二十歳 
【観覧者】期間中のべ観覧者数：２７０人（うち学生は約７０名）、展示解説会（２２日）１９人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    北海道大学植物園博物館新収蔵庫 札幌市円山動物園鳥類野生復帰訓練施設

企画展

学術情報課程３年生の50人が網走に来て、
感じたことや興味を持ったことを
それぞれの感性で表現しました。

期間：2012年１月 14-22日 9:30-16:30
会場：北海道立北方民族博物館ロビー
主催：東京農業大学学術情報課程

問合せ先：東京農業大学学術情報課程
博物館情報学研究室 0152-48-3857

見学バス運行：
19日 15時、20日 13時
（農大バスロータリー出発）
展示解説：
22日 14:00-15:30    

観覧無
料

宇仁義和�
ポスター制作：宇佐美　葵�
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企画展「農大生が見た網走」 

左：網走タイムズ 2012.1.15 
右：北海道新聞網走美幌面 2012.1.14 
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４．館務実習（館園実習） 
 本年度の館務実習終了者は38名である（３年生35名・４年生３名、生物生産学科６名・アクアバイオ学科
29名・産業経営学科３名）。受入先は、北海道６館17名、新潟県１館１名、群馬県１館１名、東京都２館３
名、神奈川県２館６名、大阪府１館１名、和歌山県１館１名、島根県１館１名、愛媛県１館１名、大分県１
館１名、長崎県１館１名、沖縄県１館４名であった。例年になく西日本での実習が多かった。 
 館務実習は学生が所属する大学内の博物館などで実施することが奨励されているが、オホーツクキャンパ
スには実習施設の設置がない。そのため学外の博物館や動物園水族館の協力に完全に頼っている。実習学生
の受入は相手方の業務を増加させる。受入が実習先の利点となるような派遣方法や実習内容を工夫していく
ことが課題となっている。 
 お忙しいなか、実習学生を受け入れてくださった館園にお礼申し上げます。 
 
学籍番号  氏名   期間   館園名 
○生物生産学科 ３年生６名 計６名    
18090000 女子学生 2011.8.29-9.6 釧路市動物園 
18090000 女子学生 2011.8.12-23 美幌博物館 
18090000 男子学生 2011.8.24-28 島根県立美術館 
18090000 女子学生 2011.8.29-9.6 釧路市動物園 
18090000 男子学生 2011.8.29-9.9 東京農業大学厚木キャンパス植物園 
18090000 女子学生 2011.8.28-9.6 札幌市円山動物園 
○アクアバイオ学科 ３年生２８名・４年生１名 計２９名    
21090000 男子学生 2011.8.8-8.18 標津サーモン科学館 
21090000 男子学生 2011.10.17-27 東京農業大学厚木キャンパス植物園 
21090000 男子学生 2011.9.10-24 横浜・八景島シーパラダイス 
21090000 女子学生 2011.9.13-23 ネオパークオキナワ名護自然動植物公園 
21090000 男子学生 2011.8.16-29 虹の森公園おさかな館 
21090000 男子学生 2011.9.2-12 ネオパークオキナワ名護自然動植物公園 
21090000 男子学生 2011.10.17-27 東京農業大学厚木キャンパス植物園 
21090000 女子学生 2011.9.11-20 標津サーモン科学館 
21090000 男子学生 2011.9.2-12 ネオパークオキナワ名護自然動植物公園 
21090000 女子学生 2011.8.31-9.4 大阪市立自然史博物館 
21090000 男子学生 2011.8.18-28 標津サーモン科学館 
21090000 男子学生 2011.9.13-23 ネオパークオキナワ名護自然動植物公園 
21090000 女子学生 2011.9.13-23 太地町立くじらの博物館 
21090000 男子学生 2011.8.8-18 標津サーモン科学館 
21090000 女子学生 2011.11.9-18 大分マリーンパレス水族館うみたまご 
21090000 男子学生 2011.10.17-27 東京農業大学厚木キャンパス植物園 
21090000 男子学生 2011.6.22-7.2 標津サーモン科学館 
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21090000 女子学生 2011.9.11-20 標津サーモン科学館 
21090000 女子学生 2011.8.20-9.1 小樽水族館 
21090000 男子学生 2011.12.1-11 東京農業大学「食と農」の博物館 
21090000 女子学生 2011.8.23-9.2 三宅島自然ふれあいセンターアカコッコ館 
21090000 男子学生 2011.8.8-18 標津サーモン科学館 
21090000 男子学生 2011.8.22-9.4 オホーツクとっかりセンター 
21090000 男子学生 2011.6.12-22 標津サーモン科学館 
21090000 男子学生 2011.6.22-7.2 標津サーモン科学館 
21090000 男子学生 2011.6.12-22 標津サーモン科学館 
21090000 男子学生 2011.8.18-28 標津サーモン科学館 
21090000 女子学生 2012.2.25-3.9 横浜・八景島シーパラダイス 
21090000 女子学生 2011.4.11-21 長崎ペンギン水族館 
○食品科学科 今年度の実習生はいません 
○産業経営学科 ３年生１名・４年生２名 計３名 
20090000 男子学生 2012.3.13-23 東京農業大学「食と農」の博物館 
20080000 男子学生 2011.7.25-29, 8.1-5,9 新潟県立近代美術館 
20080000 男子学生 2011.8.1-11 群馬県立自然史博物館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上段：三宅島自然ふれあいセンターアカコッコ館（東京都）、虹の森公園おさかな館（愛媛県） 
左上：ネオパークオキナワ名護自然動植物公園（沖縄県）、釧路市動物園（北海道） 

(c) Kushiro Zoo 
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５．年間カレンダー 
 
 ４月 ７日 新入生対象ガイダンス（大講義室） 
 ４月１１日 前期開講科目授業開始 
 ５月１０日 受講希望者向け説明会 
 ５月１１日 第１回課程委員会（第二会議室） 
 ５月１７日 受講希望者小論文提出締切 
 ５月１９日 受講許可者掲示 
 ５月２４日 受講許可者への納付書配布 
 ５月２５日 網走市立郷土博物館丸万収蔵庫見学（３年生） 
 ５月２６日 網走市立美術館「子どもの絵画展」見学（２年生） 
 ５月２８日 足寄動物化石博物館見学：展示室解説および化石レプリカ作成（２年生） 
 ６月１８日 全国大学博物館学講座協議会全国大会に参加（立正大学大崎キャンパス） 
 ６月３０日 北海道博物館協会「第50回北海道博物館大会」に参加（釧路市） 
 ７月２０日 北海道立北方民族博物館企画展会場ロビー下見（３年生） 
 ８月 １日 前期開講科目授業（試験）終了 
 ９月７～９日 札幌館園見学旅行（３年生） 
 ９月１６日 教職・学術情報課程合同会議（世田谷キャンパス） 
 ９月２６日 後期開講科目授業開始 
９月２９日・１０月６日 網走市立美術館「居串佳一展」見学（１年生） 
１０月２０・２７日 博物館網走監獄見学（１年生） 
１０月２１日 全国大学博物館学講座協議会東日本部会に参加（千葉経済大学） 
１０月２７日 第２回課程委員会（第二会議室） 
１０月２９日 釧路市動物園および釧路市こども遊学館見学（２年生） 
１１月１０・１７日 北海道立北方民族博物館見学（１年生） 
 １月１１・１３日 企画展「農大生が見た網走」展示作業 
 １月１４～２２日 企画展「農大生が見た網走」（北海道立北方民族博物館ロビー） 
 １月２２日 企画展「農大生が見た網走」展示解説会 
 １月２４日 企画展「農大生が見た網走」撤収 
 １月２６日 後期開講科目授業（試験）終了 
 
 

東京農業大学オホーツクキャンパス 
学術情報課程・博物館情報学研究室 

平成２４年（2012）３月 
099-2493 網走市八坂１９６ 

Tel: 0152-48-3857  Fax: 0152-48-2766 


